
(6) 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

・強化等
きょうかとう

 

＜現 状
げんじょう

及
およ

びこれまでの取組
とりくみ

＞ 

○ 障
しょう

がい者
しゃ

が地域
ちいき

で自立
じりつ

した日 常
にちじょう

生活又
せいかつまた

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

むためには、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の提 供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

とともに、これらのサービスの適切
てきせつ

な利用
りよう

を支
ささ

え、また、各種
かくしゅ

のニーズに対応
たいおう

する相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

が必要
ひつよう

です。 

 

○ 本県
ほんけん

では、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12によらずにサービス等利用
とうりよう

計画等
けいかくとう

を作成
さくせい

する方
かた

の

割合
わりあい

（セルフプラン率
りつ

）が高
たか

止
と

まりしていることなどから、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の人数
にんずう

が不足
ふそく

していると 考
かんが

えられます。また、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の多
おお

くが相談
そうだん

業務
ぎょうむ

と

直 接
ちょくせつ

支援
しえん

業務
ぎょうむ

を兼務
けんむ

しているため、相談
そうだん

業務
ぎょうむ

の十 分
じゅうぶん

な経験
けいけん

を積
つ

むことが 難
むずか

し

く、複雑化
ふくざつか

・複合化
ふくごうか

する支援
し え ん

のニーズに応
こた

えるための力 量
りきりょう

や資質
ししつ

に不安
ふあん

を抱
かか

える

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

が少
すく

なくない 状 況
じょうきょう

があります。 

 

○ このため、県
けん

ではこれまで、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の養成
ようせい

に必須
ひっす

とされている相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

に加
くわ

え、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

のスキルアップのための研 修
けんしゅう

や主任
しゅにん

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の養成
ようせい

のための研 修
けんしゅう

を実施
じっし

し、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の数
かず

・質
しつ

の充 実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

んできました。 

 

○ また、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の支援
しえん

技術
ぎじゅつ

の向 上
こうじょう

を目的
もくてき

とした対応
たいおう

事例集
じれいしゅう

の作成
さくせい

、

配布等
はいふとう

を通
つう

じて、地域
ちいき

の相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

を強化
きょうか

するとともに、 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

における相談
そうだん

支援
しえん

ネットワーク形成等事業
けいせいとうじぎょう

＊28を実施
じっし

し、重 層 的
じゅうそうてき

な相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

に取
と

り組
く

んできました。 

 

＜取組
とりくみ

による成果
せいか

＞ 

○ 令和
れいわ

２年度
ねんど

末時点
まつじてん

における相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

の数
すう

は、1,514人
にん

となっており、平成
へいせい

29年度
ねんど

末時点
まつじてん

（1,158名
めい

）と比較
ひかく

して 130.7％と増加
ぞうか

しています。 

 

○ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

によるサービス等利用
とうりよう

計画等
けいかくとう

の作成率
さくせいりつ

は、令和
れいわ

２年度
ねんど

で、 障
しょう

が

い者
しゃ

が 59.7％、 障
しょう

がい児
じ

が 42.5％となっています。これは、セルプフラン率
りつ

が、

障
しょう

がい者
しゃ

40.3％、 障
しょう

がい児
じ

57.5％であることを意味
い み

しています。 

 

○ 相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用者数
りようしゃすう

については、令和
れいわ

２年度
ねんど

までの累計
るいけい

で、計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

59,667人
にん

、障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

29,318人
にん

となっています。これは、平成
へいせい

29年度
ねんど

の計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

の実績
じっせき

52,410人
にん

の 113.9％、同
おな

じく障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

21,906人
にん

の 133.8％に

なります。 
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＜課題
かだい

＞ 

○ 今後
こんご

、本県
ほんけん

で「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」を推進
すいしん

していくためにも、 障
しょう

がい者
しゃ

の意思
い し

決定
けってい

支援
し え ん

の中核的
ちゅうかくてき

人材
じんざい

としての役割
やくわり

が期待
き た い

される相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12の数
かず

を更
さら

に増
ふ

やしていくとともに、専門性
せんもんせい

を向 上
こうじょう

させていく必要
ひつよう

があります。 

 

○ 障
しょう

がい者
しゃ

一人
ひとり

ひとりの 状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえた適切
てきせつ

なサービス利用
りよう

を推進
すいしん

するため、

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の専門的
せんもんてき

な知識
ちしき

を有
ゆう

する相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

によるサービス

等利用
とうりよう

計画
けいかく

の作成率
さくせいりつ

を高
たか

めていく必要
ひつよう

があります。 

 

○ 相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

を受講
じゅこう

しても、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

として 就 職
しゅうしょく

しない

方
かた

が一定
いってい

程度
ていど

いることを踏
ふ

まえ、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の就 職 率
しゅうしょくりつ

を向 上
こうじょう

させていく

必要
ひつよう

があります。 

 

○ 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

るため、市町村
しちょうそん

において、地域
ちいき

に

おける相談
そうだん

支援
しえん

の中 核
ちゅうかく

機関
きかん

である基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター＊17を設置
せっち

することとされ

ており、県
けん

には、その設置
せっち

に向
む

けた積 極 的
せっきょくてき

な 働
はたら

きかけを 行
おこな

うことが求
もと

められて

います。 

 

＜成果
せいか

目 標
もくひょう

＞ 

 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

及
およ

び本県
ほんけん

の現 状
げんじょう

、課題等
かだいとう

を踏
ふ

まえ、次
つぎ

のとおり成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

しま

す。 

 

○ 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

の数
すう

（累計
るいけい

） １，５１４人
にん

 １，９３８人
にん

 

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

による障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等利用
とうりよう

計画等
けいかくとう

の作成率
さくせいりつ

 

障
しょう

がい者
しゃ

 ５９．７％ ６５．４％ 

障
しょう

がい児
じ

 ４２．５％ ５７．８％ 

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

の

利用者数
りようしゃすう

 

（累計
るいけい

） 

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

 ５９，６６７人
にん

 ８０，２０２人
にん

 

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

 ２９，３１８人
にん

 ３４，３７２人
にん
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相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

専門
せんもん

コース

別 研 修
べつけんしゅう

（地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

）

の受講者数
じゅこうしゃすう

（累計
るいけい

） 

２６０人
にん

 ３９９人
にん

 

 

  ○ 基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センターの設置
せっち

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

末
すえ

の目 標
もくひょう

 

基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター

を設置
せっち

する市町村数
しちょうそんすう

 
２２市

し

町 村
ちょうそん

 ３３市
し

町 村
ちょうそん

（全市
ぜんし

町 村
ちょうそん

） 

  

＜目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

 成果
せいか

目 標
もくひょう

の達成
たっせい

に向
む

けて、次
つぎ

のような方策
ほうさく

を実施
じっし

します。 

 

 （相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

） 

○ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12の数
かず

の充実
じゅうじつ

や専門性
せんもんせい

の更
さら

なる向上
こうじょう

を図
はか

るため、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

のスキルアップのための研 修
けんしゅう

や主任
しゅにん

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の養成
ようせい

のための研 修
けんしゅう

を引
ひ

き続
つづ

き実施
じっし

していきます。 

 

○ 相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

の修 了 者
しゅうりょうしゃ

を対 象
たいしょう

とした 就 業
しゅうぎょう

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

を実施
じっし

し、就 業 率
しゅうぎょうりつ

が低
ひく

くなっている要因
よういん

を分析
ぶんせき

するとともに、市町村
しちょうそん

とも連携
れんけい

して、

就 業 率
しゅうぎょうりつ

の向 上
こうじょう

に向
む

けた対応
たいおう

を検討
けんとう

していきます。 

 

 （基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センターの設置
せっち

促進等
そくしんとう

） 

  ○ 基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター＊17及
およ

び市町村
しちょうそん

の職 員 等
しょくいんとう

により構成
こうせい

する基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

セン

ターに係
かか

る連絡会
れんらくかい

を定期的
ていきてき

に開催
かいさい

し、未設置
み せ っ ち

の市町村
しちょうそん

における設置
せっち

の促進
そくしん

に向
む

けた

情 報
じょうほう

提 供 等
ていきょうとう

を 行
おこな

うとともに、連絡会
れんらくかい

の場
ば

を活用
かつよう

し、各基幹
かくきかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター間
かん

の連携
れんけい

強化
きょうか

や支援
しえん

の質
しつ

の向 上
こうじょう

を図
はか

っていきます。 

 

 （ 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

における市町村
しちょうそん

の連携
れんけい

強化
きょうか

） 

  ○ 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

における相談
そうだん

支援
しえん

ネットワーク形成等事業
けいせいとうじぎょう

＊28について、

各圏
かくけん

域内
いきない

の市町村
しちょうそん

との更
さら

なる連携
れんけい

を図
はか

り、市町村
しちょうそん

の相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の支援
しえん

を強化
きょうか

し

ていきます。 
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